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第４期 奈良県がん対策推進計画 概要

分野別施策

全体目標

基本理念 がんにならない、がんになっても安心できる 奈良県

１ 県民ががんにならない、
がんで亡くならない

（がんで亡くならない県、
日本一）

２ すべてのがん患者とその家
族の苦痛が軽減され、安心、
納得のいく医療を受け、療養
生活を送ることができる

３ すべての県民ががんを正し
く知り、がんと向き合い、地
域共生社会の中で自分らしく
生きられる

＜めざす姿＞
がん罹患率が減少している
がんに関する正しい知識を持っている
・たばこ対策の充実
・健康的な生活習慣の普及
・感染症予防の充実

相談支援及び情報提供

＜めざす姿＞
がん患者が安全かつ安心な質の高い
医療を受けられる
がん患者が納得した治療を選択できて
いる
・がん医療提供体制の充実・がん医療
の質の向上（小児・ＡＹＡ世代や
高齢者等のがん医療の連携促進）

・患者目線でのがん診療情報の提供

＜めざす姿＞
がん患者の不安や悩みが相談支援
により軽減されている
・相談支援機能の強化（小児・AYA
世代、高齢者）

・患者目線での情報提供の充実

がんの早期発見

＜めざす姿＞
がんが早期の段階で発見されている
がんが早期の段階で診断されている

・がん検診の受診促進
・がん検診精度管理の充実

がんと診断された時からの緩和ケア

＜めざす姿＞
がん患者の身体的、精神的、
社会的苦痛が軽減されている

・緩和ケア提供体制の充実
・緩和ケアの理解促進と情報提供

地域連携

＜めざす姿＞
がん患者が居住する地域にかかわらず
質の高い医療を受け、望む場所で
療養生活を送ることができる
・拠点病院等・支援病院の地域連携
体制の充実

・在宅緩和ケア提供体制の整備及び
充実

・在宅療養生活に関する情報提供

がん患者等の社会的な問題への対策

＜めざす姿＞
がん患者の抱える社会的苦痛が
軽減されている
・がん患者の治療と仕事や学業の両立
支援体制の整備

・その他ライフステージに応じた
社会的な問題（アピアランスケア・
妊孕性温存療法等）への支援

がん予防 がん医療の充実

これらを支える基盤整備

がん登録
＜めざす姿＞
がん登録データの精度が向上し、データが有効活用されている
地域でがん登録データが活用しやすい体制が整備されている
がん登録に基づいた適切な情報を得ることができている
・がん登録の精度向上
・がん登録データ等を活用したがん対策の検討・実施
・データを活用した情報提供等

がん教育・知識の普及啓発
＜めざす姿＞
がんに関する知識が向上する

・中学校・高等学校におけるがん教育の充実・推進
・小学校（高学年）におけるがん教育の推進
・がん対策全般に関する普及啓発の推進
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第２章 奈良県の「がん」を取り巻く現状 
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１ 人口の推移と将来推計
奈良県の総人口は、令和２（2020）年の国勢調査によると、1,324,473 人で、そのうち 75 歳以上

の人口は、214,659 人となっています。総人口が減少する中、75 歳以上の人口は増加傾向にありま
す。なお、平成 30（2018）年 3月推計の日本の都道府県の将来推計人口によると、今後も総人口は
減少し、75 歳以上の人口は令和 12（2030）年にピークを迎えます。75 歳以上の人口が総人口に占
める割合は、年々増加する見込みです（図４）。

図４ 奈良県の人口

２ 奈良県の人口分布
医療圏※3ごとに人口分布をみると、中和医療圏が最も多く、次いで奈良医療圏、西和医療圏の順と

なっています。人口密度をみても県の北部に人口が集中しています（図５）。

図５ 奈良県の人口分布

医療圏※3 …都道府県が病床の整備を図るにあたって設定する地域的単位のこと。

出典：奈良県推計人口年報
令和 5年 10月 1日時点
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奈良医療圏

面 積：276.94㎢
人 口：349,774人
人口密度：1263.0

東和医療圏

西和医療圏

中和医療圏

南和医療圏

面 積：657.77㎢
人 口：191,412人
人口密度：290.0面 積：240.79㎢

人 口：361,940人
人口密度：1503.1

面 積：2,346.92㎢
人 口：60,207人
人口密度：25.7

面 積：168.49㎢
人 口：332,348人
人口密度：1972.5
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３ がんの死亡状況
奈良県において、がんは、昭和 54（1979）年に脳血管疾患を上回り、死因の第１位となり、がん

死亡率はそれ以降も増加傾向です（図６）。
令和４（2022）年には 4,231 人ががんで死亡し、総死亡数に占めるがん死亡数の割合は 24.6％と

なっています（図７）。
図６ 主な死因別死亡率（人口 10万対）

図７ 奈良県の主な死因別死亡数（令和４年）

性・年齢階級別がん死亡数をみると、全国と同様に年代が上がるにつれて増加し、80-84歳が最も
多くなっています。また、総死亡数に占めるがん死亡数の割合は、65-69歳で最も高く（49.5%）、
約半数ががんで亡くなっています（表１）。
また、がん 75歳未満年齢調整死亡率※4をみると、全国同様に年々減少傾向にあり、令和 3（2021）

年では 62.4 と、全国（67.4）より低い状況です（図８）。

年齢調整死亡率※4 …年齢構成の異なる地域間での死亡状況の比較ができるように年齢構成を調整し、そろえた死亡
率のこと。基準人口は、厚生労働省が公表する令和２（2020）年人口動態統計から平成 27（2015）年モデル人口（平
成 27年人口をベースに作られた仮想人口モデル）を用いているが、がん統計では当面の間、従来の昭和 60（1985）
年モデルを用いることとされている。
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出典：人口動態統計
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1.7%
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大動脈瘤
及び解離

217 人
1.3%

肝疾患
203 人
1.2%

その他
4,804 人

28.0%

総死亡数：17,166人

出典：人口動態統計
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表１ 性・年齢階級別がん死亡数（令和 3年） 

区分 

全国 奈良県 

総死亡数 
（人）① 

がんによる 
死亡数（人）

② 

総死亡数に 
占める割合 
 ②÷① 

総死亡数（人）
① 

がんによる 
死亡数（人） 

② 

総死亡数に 
占める割合 
 ②÷① 

総数 1,439,856 381,505 26.5 15,573 4,145 26.6 

男性 738,141 222,467 30.1 7,893 2,421 30.7 

女性 701,715 159,038 22.7 7,680 1,724 22.4 

0-4歳 1,883 63 3.3 26 1 3.8 

5-9歳 330 88 26.7 5 1 20.0 

10-14歳 441 82 18.6 8 1 12.5 

15-19歳 1,204 126 10.5 16 2 12.5 

20-24歳 2,183 157 7.2 22 3 13.6 

25-29歳 2,322 225 9.7 21 2 9.5 

30-34歳 2,863 517 18.1 27 8 29.6 

35-39歳 4,293 946 22.0 41 10 24.4 

40-44歳 7,154 2,037 28.5 60 18 30.0 

45-49歳 13,677 4,296 31.4 116 42 36.2 

50-54歳 20,948 7,445 35.5 181 73 40.3 

55-59歳 27,795 11,365 40.9 243 103 42.4 

60-64歳 40,094 17,660 44.0 368 167 45.4 

65-69歳 69,526 31,941 45.9 679 336 49.5 

70-74歳 135,816 59,736 44.0 1,396 641 45.9 

75-79歳 158,871 60,029 37.8 1,809 714 39.5 

80-84歳 225,185 67,402 29.9 2,527 774 30.6 

85-89歳 292,364 64,606 22.1 3,243 693 21.4 

90-94歳 264,183 39,038 14.8 2,909 421 14.5 

95-99歳 134,035 12,117 9.0 1,477 115 7.8 

100歳- 34,262 1,614 4.7 399 20 5.0 

不詳 427 15 3.5 － 0 － 

出典：人口動態統計、国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（人口動態統計） 
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図８ がん 75歳未満年齢調整死亡率（人口 10万対）

主な部位別がん 75歳未満年齢調整死亡率を全国と比較すると、大腸がんは全国値を下回る状況で
推移しています。部位別に経年変化を比較すると、「胃」「気管，気管支及び肺」「肝及び肝内胆管」
については減少傾向ですが、「乳房」「子宮」については横ばいで推移しています（図９）。

図９ 主な部位別がん 75歳未満年齢調整死亡率（人口 10万対）
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図９ 主な部位別がん 75歳未満年齢調整死亡率（人口 10万対）
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部位別がん死亡数をみると、男性は「気管，気管支及び肺」（25.9％）が最も多く、次いで「胃」
（12.9％）、「大腸」（11.8％）の順となっています。女性は「気管,気管支及び肺」（14.6％）が最も多
く、次いで「大腸」（13.9％）、「膵」（12.6％）の順となっています（図１０）。

図 10 奈良県の部位別がん死亡数（令和４年）

４ がんの罹患状況
がん罹患数※5をみると、男女とも横ばいの状況です。令和元（2019）年の罹患数は、11,814 人

でした（図 11）。罹患率は男女とも増加傾向にありますが、年齢調整罹患率※6は横ばいで推移して
います（図 12、図 13）。

罹患数※5 …対象とする人口集団から、一定期間に、新たにがんと診断された数。
年齢調整罹患率※6 …年齢構成の異なる地域間での罹患状況の比較ができるように年齢構成を調整し、そろえた罹患
率のこと。基準人口として、国内では通例昭和 60（1985）年モデル人口（昭和 60年人口をベースに作られた仮想
人口モデル）を用い、人口 10万対で表す。

出典：人口動態統計

男 性 女 性

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（人口動態統計）

気管，気管支
及び肺
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25.9%

胃
316人
12.9%

大腸
290人
11.8%

膵
220人
9.0%

前立腺
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6.3%

悪性リンパ腫
107人
4.4%

胆のう及び
その他の胆道

91人
3.7%

食道
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3.6% その他

375人
15.3%

総死亡数：2,452人

気管，気管支
及び肺
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14.6%
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13.9%

膵
224人
12.6%

乳房
173人
9.7%

胃
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9.7%

肝及び肝内胆管
94人
5.3%

胆のう及び
その他の胆道

82人
4.6%

子宮
71人
4.0%

悪性リンパ腫
70人
3.9% その他

386人
21.7%

総死亡数：1,779人

肝及び肝内胆管
175人
7.1%
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図 11 がん罹患数

図 12 がん罹患率（人口 10万対）

図 13 がん年齢調整罹患率（人口 10万対）
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年齢階級別がん罹患数をみると、65歳以上の割合が、男性 84.3%、女性 70 .6%となっています（図
14）。

図 14 年齢階級別がん罹患数（令和元年）

部位別がん罹患数をみると、男性は「胃」（17.6％）が最も多く、次いで「前立腺」（17.1％）、「肺」
（14.9％）の順となっています。
女性は「乳房」（20.9％）が最も多く、次いで「大腸」（15.1％）、「胃」（11.5％）の順となってい

ます（図 15）。

図 15 部位別がん罹患数（令和元年）
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